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 入札の適正さが阻害されると認められる一定の資本関係又は人的関係がある複数の者の同一入札

への参加を制限します。 

 

１ 同一入札への参加を制限する基準 

   以下の（１）から（３）までのいずれかに該当する場合。 

（１）資本関係 

    以下のいずれかに該当する二者の関係にある場合、ただし、子会社（会社法第２条第３号に規

定する子会社。以下「子会社」という。）又は子会社の一方が更生会社（会社更生法第２条第７

項に規定する更生会社。以下「更生会社」という。）又は民事再生法第２条第４号に規定する再

生手続きが存続中の会社である場合を除く。 

① 親会社（会社法第２条第４号に規定する親会社。以下「親会社」という。）と子会社の関係に

ある場合 

② 親会社を同じくする子会社同士の関係にある場合 

（２）人的関係 

    以下のいずれかに該当する二者の関係にある場合。ただし、①については、会社の一方が更生

会社又は民事再生法第２条第４号に規定する再生手続きが存続中の会社である場合を除く。 

① 一方の会社の役員が、他方の会社役員を現に兼ねている場合 

② 一方の会社の役員が、他方の会社の会社更生法第６７条第１項又は民事再生法第６４条第

２項の規定により選任された管財人を現に兼ねている場合 

（３）その他の関係 

    上記（１）又は（２）と同視しうる資本関係又は人的関係があると認められる場合 

 

２ 基準に該当する場合の取り扱い 

   基準に該当する者のした入札は、無効として取り扱います。ただし、基準に該当する者の一者を

除く全てが入札を辞退した場合には、残る一者の入札は無効とならないものとします。 

【同一入札への参加が制限される事例】 

                       役員の兼任 

                 親会社 
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〇Ａ社とＢ社、Ａ社とＣ社は、親会社と子会社の関係であるため、同一入札案件への参加が制限され

ます。 

〇Ｂ社とＣ社は、親会社を同じくする子会社同士の関係であるため、同一入札案件への参加が制限さ

れます。 

〇Ａ社とＤ社は、Ａ社の役員がＤ社の役員を兼ねているため、同一入札案件への参加が制限されます。 
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